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抄録 
本研究では、軽量骨材（メサライト）、廃瓦、高吸水性樹脂（SAP）を用いた多孔質モル

タルを作製して、日射下にて質量及び表面温度の変化を計測した。 

その結果、廃瓦と SAP を用いると連続空隙生成とセメントペーストの多孔質化により、

表面温度の上昇抑制に効果的であることを確認した。 

１．研究の背景と目的 
ヒートアイランド現象によって、都市部で生活する人々が夏に感じる暑さは厳しさを増

し、熱中症も多発している。この問題を路面の舗装構造の観点から、材料全体を多孔質化

して保水性を改善し、内部保水の気化熱により路面温度の上昇を低減する多孔質セメント

系舗装に着目した。 

２．方法 

 保水効果が期待できる物質として、メサライト、廃瓦、SAP を用いた多孔質モルタルを作

製する。晴れた日に屋外に静置し、質量及び表面温度の計測、サーモグラフの撮影を一定

時間ごとに行う。 

モルタルの種類 ＜実験Ⅰ＞・メサライト＋SAP 有/無 ＜実験Ⅱ＞・廃瓦＋SAP 

             ・廃瓦＋SAP 有/無          （SAP 1%～4%） 

３．結果 

＜実験Ⅰ＞ 

ⅰメサライトは SAP を入れると重くなるが、廃瓦は重くならない。 
ⅱメサライトは SAP を入れても初期含水率は変化しないが、廃瓦 

は大きくなる。 
ⅲメサライトは SAP を入れても表面温度上昇に大きな変化はない 

が、廃瓦は温度上昇が小さくなる。 
＜実験Ⅱ＞ 
SAP 3%,4%は、1%,2%より大幅に含水率が高く、表面温度の上昇を抑えることができる。 
４． 考察 

（実験Ⅰより）メサライトは粒子間の大きさが小さく、廃瓦は粒子間の大きさが大きいこ

とが結果の要因であると考える。 

（実験Ⅱより）SAP の含有量が多い方が、保水効果が大きく、水分蒸発時の気化熱によって、

表面温度の上昇を抑えることができる。すなわち、SAP を含むことによる温度低減効果を認

めることができる。 

５． 結論 

SAP を含むモルタルには温度低減効果があり、保水性舗装として有望である。モルタルの

配合比率を変え、強度を増すことで更なる応用性が期待できる。 
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